
空ඈぶクルマ研究ラボ
ラボの໨త・໨ඪ
21世紀લ൒の交௨社会໰୊として、౎市化や人口രൃによって引き起こされる、౎市෦での深刻な渋଺や、過ૄ஍でのಓ࿏
ෆ଍が挙げられます。これらの解決手ஈとして、欧ถதをத心に、空ඈぶクルマ（Personal Flying Vehicle）を༻いた3次
元交௨システムの実現がఏ案されています。ຊラボでは、世界でઓえるベンチャー企業をഐ出すべく、空ඈぶクルマの交௨・事
業・機ମシステムデザインを行うことを໨తとしています。また、国಺外の産官学との࿈携も積極తに行い、オープンコンソー
シアムへのൃలを໨指します。

[࿈བྷઌ] த໺冠：m.nakano@sdm.keio.ac.jp

関࿈する技術、ビジネス、๏཯などのઐ໳性を持つํをื集しています。
キーワード：機ମ、3次元交௨システム、ビジネスシステムのモデリング＆シミュレーション、ソフトウエアೝ証、システムඪ準化、システムズエンジニアリング、MBSE、デザイン思考

活ಈ಺༰
・ఆྫ
2ヶ月に1回のස౓で研究会を開催し、࿈携ઌと共にൃද・議࿦を行っています。

ステークホルダー෼析   機ମ開ൃのみならず、インフラ、管制、運行管ཧ、パイロットなどଟ岐に౉る関係者のར害を೺握し、効
༻最େ化とฐ害最小化をಉ時に行うඞཁがあります。

ビジネスモデル構ங    ୭がいつどこでどうやってなぜ使うのか、といったユースケースから始まり、どのように持ଓ可ೳなビジ
ネスとするかのモデル策ఆと検証を行います。ର象市場はશ世界です。

機ମを設計し始めるલに、ཁ求される仕༷が何であるのかを໌確化します。ここでൈけ࿙れがあると、
後でଟେなやり௚しがൃ生するため、あらゆることを૝ఆするඞཁがあります。

લ項で出てきたཁ求仕༷が、ある時఺での技術レベルでୡ成可ೳなのかを検証します。基ຊతな性ೳ
計算や解析を行い、機ମのେまかな構成や諸元を検౼する概೦設計に繋げます。

既ଘの航空๏にはない新たなカテゴリーとなるため、自෼ୡでルールを策ఆし、
ఏ案していくඞཁがあります。ಛに既ଘのエアラインや、ຄ興しているドローンと
の住み෼けも考えるඞཁがあります。

将དྷ౎市を具ମతに構૝し、そのバックキャスティングから交௨システムのあり
ํを見つめ、ඞཁなཁૉとཁ求仕༷のચい出しを行います。

機ମシステムཁ求仕༷ఆ義 

技術成ཱ性検証

๏規渉外

౎市設計

・研究

研究ମ制（2018೥3月現在）
メンバー：
த໺冠（慶ጯSDM教授）
春山真一࿠（慶ጯSDM教授）
தଜཌྷ（慶ጯSDM研究所研究員）
தຊ亜紀（慶ጯSDMಛ೚助教）
ాా઒弘య、ా த結ඒ、森ཽଠ࿠、三原༟介、Julio Budiman
Pawnlada Payuhabvorakuichai（慶ጯSDM）
Bhavya Sharma（Carnegie Mellon University）

࿈携ઌ：
神ಸ઒工科େ学 / 芝浦工業େ学 / ౦京େ学 / ૣ 稲ాେ学 / 
パデューେ学 / マサチューセッツ工科େ学 / 
Universität Bamberg / Fraunhofer-Institut / 参加企業4社

（出所）CARTIVATOR

（出所）CARTIVATOR （出所）CARTIVATOR

（出所）CARTIVATOR

FLYING CAR 
RESEARCH LAB.

慶ጯ義塾େ学େ学院システムデザイン・マネジメント研究科


